
5-1 

第 5 章 底生生物・底質調査 

5.1 調査目的 

橋脚の存在に伴う、吉野川渡河部の底生生物の生息・生育環境とその生息・生育状況の変化を監視す

る。 

5.2 調査内容 

5.2.1 環境モニタリング調査計画 

地形調査の調査内容について、環境モニタリング調査計画を策定した第４回検討会(平成 26年 8 月

27 日開催)を参考に、図 5.2-1～図 5.2-3に整理して示す。 

(1) 潮下帯定量調査 

図 5.2-1 潮下帯定量調査の調査計画 

項目 調査の位置づけ
調査箇所
(定点観測)

潮下帯定量調査

底生生
物調査

底質
調査

橋脚の存在による地
形変動が予測される
範囲（格子内）の生
息環境と生息状況

直接的な影響を
把握

吉野川距離
標0.0kの上
下流400m
範囲の14地
点

○ ○

自然変動の領域の生
息環境と生息状況

自然変動の把握
（⇒バックアッ
プ領域の確認）

B-1～12の
12地点 ○ ○

橋脚の存在により懸念される、潮下帯の底生動物への影響監視として、下記に着目した調査を行う。
・橋脚の存在による地形変動が予測される範囲（格子内）の生息環境と生息状況
・自然変動の範囲（バックアップ領域）の生息環境と生息状況
⇒地形変動が予測される範囲に生息する底生動物が、自然変動の範囲に生息しているか確認する【ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ領域の確認】

●：定量調査地点(格子点上) 14地点
●：定量調査地点(格子外) 12地点

調査区分 調査項目 調査内容 時期・頻度
事前調査
工事中調査
事後調査

底生生物
調査

種名,個体数,湿重量,地盤高
○1mm目のふるいを用いて底生
動物を採取
○貝類は殻長、大型甲殻類は全
長を計測

年2回※1

・夏季：6月
・秋季：10月

底質調査 採泥
【含有試験】全地点※2

【溶出試験】3地点※3

■調査内容及び調査時期

■監視項目

・B1～B12の調査位置は、格子内と同様な地盤高(T.P.-2.5m～T.P.-7.5m)の範囲にて、一定
間隔の高さごとに配置される地点とした。ただし、この調査位置は、計画時点の地形データ
に基づき設定したものであり、実際の測定時においては、地形変動が生じていることが予想
されることから、調査にあわせて地盤高を測定し、適宜、調査地点を適切な位置に修正する。
・みお筋部の水深の深い調査箇所では、水質調査として、水質計等を用いて河床付近のDO、
塩分濃度、水温等をあわせて測定する。また、ヘドロを採取した場合、底質調査としてAVS
を分析する。 ※1：非出水期(11月～5月)の直後として6月、出水期(6月～10月)の直後として10月に実施。

※2：粒度組成、含水比、COD、TOC、全窒素、全リン、全硫化物、強熱減量、酸化還元電位。
※3：溶出試験は吉野川距離標0.0k上の３点で実施する。詳細は後述の参考資料に記載。

0.0k
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(2) 潮間帯定量調査 

図 5.2-2 潮間帯定量調査の調査計画 

(3) 付着生物調査 

図 5.2-3 付着生物調査の調査計画 

※1：BTの領域(潮間帯)は、地形変化が生じやすく定点での継続的な調査が困難である
ことから、任意の測線を設定して調査する。調査は、潮位変動を踏まえて、測線
内で3地点を実施する。

━：潮間帯定量調査範囲 3地点程度

橋脚の存在のより懸念される、潮間帯の底生動物への影響監視として、下記に着目した調査を行う。
・河口干潟東側の潮間帯における、生息環境と生息状況

■調査内容及び調査時期

■監視項目

調査区分 調査項目 調査内容 時期・頻度
事前調査
工事中調査
事後調査

底生生物
調査

種名,個体数,湿重量,地盤高

○1mmのふるいを用いて底生動物を
採取
○貝類・大型甲殻類は、殻長，全長
も計測

年2回
・夏季：6月
・秋季：10月

調査日は、大潮の日
とする。

底質調査 調査時に採泥
【含有試験】全地点※2

調査目的 調査の位置づけ 調査箇所

潮間帯定量調査

底生生物
調査

底質
調査

河口干潟東側の潮間帯
における、生息環境と
生息状況の変化

自然変動の把握 BTの領域で
2測線※1 ○ ○

※2：粒度組成、含水比、COD、TOC、全窒素、全リン、硫化物、強熱減量、酸化還元電位。

0.0k

━：消波ブロック付着生物調査範囲 1地点

■調査内容及び調査時期

■監視項目

調査区分 調査項目 調査内容 時期・頻度
事前調査
工事中調査
事後調査

底生生物
調査

付着生物調査 種名,個体数,湿重量 年2回
・夏季：6月
・秋季：10月

調査目的 調査の位置づけ 調査箇所

底生生物調査

付着生物調査

計画路線付近の消波ブ
ロックに付着する生物の
生息・生育環境と生息・
生育状況の変化

直接的な影響を把握 BP-1

○

下部工施工により懸念される、渡河部周辺の消波ﾌﾞﾛｯｸに付着する生物への影響監視として、下記に着目した調査を行う。
・計画路線付近の消波ブロックにおける、生息・生育環境と生息・生育状況
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5.2.2 全体スケジュール 

 底生生物・底質調査の全体スケジュールを図 5.2-4に示す。

図 5.2-4 底生生物・底質調査の全体スケジュール

【調査実施日】 

・平成 26年 10月調査 

潮下帯定量調査  平成 26 年 10 月 9 日～11日,21 日 

  潮間帯定量調査  平成 26 年 10 月 9 日 

  付着生物調査   平成 26 年 10 月 21 日 

・平成 27年 6月調査 

潮下帯定量調査  平成 27 年 6 月 1 日～3日 

  潮間帯定量調査  平成 27 年 6 月 2 日 

  付着生物調査   平成 27 年 6 月 1 日 

・平成 27年 10月調査 

潮下帯定量調査  平成 27 年 10 月 10 日,12 日 

  潮間帯定量調査  平成 27 年 10 月 11 日 

  付着生物調査   平成 27 年 10 月 11 日 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

底生生物・底質調査 ● ● ● ● ●

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

底生生物・底質調査 ● ● ● ● ● ●

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

底生生物・底質調査 ● ● 終了

出水期 渇水期

項目
Ｈ32 Ｈ33

出水期 渇水期 出水期 渇水期

渇水期

項目
Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

出水期 渇水期 出水期 渇水期

項目
Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

出水期 渇水期 出水期 渇水期 出水期

環境モニタリング調査開始 下部工施工開始

供用開始予定

橋脚完成予定 橋桁完成予定

現在
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5.2.3 調査方法概要 

  底生生物・底質調査の概要を表 5.2-1に示す。

表 5.2-1 底生生物・底質調査の概要 

調査区分 調査項目 調査内容 時期・頻度 調査箇所 調査方法 

事前調査 

工事中調査 

事後調査 

底生生物

調査 

潮下帯定

量調査 

種名,個体数,湿重量 

※底生動物 

年2回(春

期,秋期)

大潮 

吉野川距離標0.0kmか

ら上下流 400m の範囲

で 14 地点を実施。ま

た、上記の範囲外とし

て、上・下流方向に各

6地点を実施。 

採泥器により河床に生息する底生動物

を採取、1mmふるいでふるい分けを行

い、ふるい上の残渣物を室内分析によ

り種同定、種別個体数、種別湿重量を

計測。 

潮間帯定

量調査 

河口干潟東側の2側線

で実施。 

25cm×25cm×深さ20cmの砂泥を1地点

あたり2箇所で採取し、1mmふるいでふ

るい分けを行い、ふるい上の残渣物を

種同定,種別個体数,種別湿重量を計

測。 

付着生物

調査 

種名,個体数,湿重量 

※底生動物＋海藻 

吉野川渡河部の左岸

にある消波ブロック

の 1地点を実施。 

試料は、それぞれの調査地点において、

潮間帯の3層（上層、中層、下層）に33cm

×33cmコドラートを置き、その中の付

着生物を剥ぎ取ることにより採取(坪

刈り調査)。 

採取と同時に、50cm×50cmコドラート

でベルトトランセクト法により付着

（被覆）状況を目視観察し、付着生物

の種同定、種別個体数、被度を記録。

底質調査 潮下帯定量調査時に採泥 

【含有試験】 

粒度試験,含水率,塩分濃度試験,

強熱減量,COD,TOC,硫化物含有試

験,n-ﾍｷｻﾝ抽出物質,全窒素,全燐 

【溶出試験】 

水銀,ｶﾄﾞﾐｳﾑ,鉛他 32項目 

底生生物調査と同地

点。 

溶出試験は、浚渫箇所

を含む 3地点を実施。

溶出試験は「海洋汚染等及び海上災害

の防止に関する法律」(国土交通省)に

準拠。 

【調査箇所の設定理由】 

・橋梁の存在により地形変化が生じると予測される範囲の定点観測として、吉野川距離標 0.0km から上下流 400m の範囲の 100m 

格子点上の 16地点を設定。 

・橋梁の存在による地形変動の影響範囲外(自然変動の領域)の潮下帯の定点観測として、上流で 6地点、沖合(河口テラス付近)で 

6地点を設定。 

・橋脚の存在による地形変動の影響範囲外の潮間帯観測として、吉野川渡河部に近い河口干潟東側で2側線を設定。 

・吉野川渡河部左岸の消波ブロックで 1地点を設定。 

【調査位置】 

BG-1 

BG-2 

BG-3 

BG-4 

BG-5 

BG-6 

BG-7 

BG-8 

BG-9 

BG-10 

BG-11 

BG-12 

BG-13 

BG-14 

B-1 

B-2 

B-3 

B-4 

B-5 

B-6 

B-7 

B-8 

B-9 

B-10 

B-11 

B-12 

BTL-1 

BTL-2 

BP-1 
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図 5.2-5 潮下帯定量調査の実施状況 

図 5.2-6 潮間帯定量調査の実施状況 

図 5.2-7 付着生物調査の実施状況 
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5.3 調査結果 

5.3.1 潮下帯定量調査 

(1) 底質 

    潮下帯定量調査において採取した砂泥の含有試験結果について、調査結果の概要を以下に示す。 

表 5.3-1 潮下帯定量調査で確認した底質まとめ 

調査時期 調査結果 対前回調査からの変化 

H26.10 格子外の左岸側みお筋では、水深が深く、シルト・粘土

分の多い土砂が堆積し、有機物や全窒素・全リンが高い傾

向にある。 

格子上の左岸側みお筋では、水深が深いもののシルト・

粘土分が少なく、有機物や硫化物の値が低い傾向にある。 

また、右岸側の計画線付近～沖合にかけてシルト・粘土

分を含む底質が堆積し、有機物や全窒素・全リンが高い傾

向にある。 

 全体的に砂質の底質が多く、有害物質も定量下限値未満

であった。 

平成25年6月にNEXCO西日本が独自に実施した予備調査

の結果と比較すると、左岸みお筋部の河床の底質は泥質か

ら砂質に変化していた。これは、平成 26年 8月の大出水の

影響によって泥質の土砂が流出、または砂が堆積したため

と推察される。 

H27.6 格子上・格子外ともに、左岸側みお筋では水深が深く、

シルト・粘土分の多い土砂が堆積し、有機物や全窒素・全

リンが高い傾向にある。 

また、右岸側の計画線付近～沖合にかけてシルト・粘土

分を含む底質が堆積し、有機物や全窒素・全リンが高い傾

向にある。 

全体的に砂質の底質が多く、有害物質も定量下限値未満

であった。 

前回の調査と比較して、左岸みお筋部の底質がシルト・

粘土分がやや上昇していた。この要因として、両調査の間

に渇水期を挟んでおり、水深の深いところで流速が減少す

ることで、上流から供給された微細な底質が堆積したと推

察される。 

H27.10 格子上・格子外ともに、左岸側みお筋では水深が深く、

シルト・粘土分の多い土砂が堆積し、有機物や全窒素・全

リンが高い傾向にある。 

また、右岸側の計画線付近～沖合にかけてシルト・粘土

分を含む底質が堆積していた。 

全体的に砂質の底質が多く、有害物質も定量下限値未満

であった。 

前回の調査と比較して、シルト・粘土分にやや差がある

ものの、概ね似た結果であった。 
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■平成 26 年 10月調査(底質) 

全体に細砂～中砂（粒径 0.075～0.85mm）が中心であったが、水深の深いみお筋の調

査地点 B-1、B-4、B-7 では 0.075mm 以下のシルト・粘土分が他の調査地点と比較して

多かった。次いで、右岸側のやや深い調査地点の BG-3、BG-6、BG-9、B-2、B-5 でシル

ト・粘土分が多くなっており、このようなシルト・粘土分の多い調査地点では有機物

や全窒素・全リンが多い傾向にあった。特に、B-1 や B-7 では硫化物の値も他と比較

して高かった。 

一方、格子点上の BG-13、BG-7、BG-1 では、水深は深いもののシルト・粘土分は少

なく、有機物や硫化物の値も低かった。BG-7 では AVS も測定したが、定量下限値未満

であった。 

また、橋脚打設箇所近傍の BG-7、BG-8、BG-9 において有害物質 34 項目を分析した

結果(後述にデータを記載)、ダイオキシン類を除く全ての項目は定量下限値未満であ

り、ダイオキシン類も 0.00074～0.0032pg-TEQ/L と、基準値（10pg-TEQ/L）を大きく

下回った。 

0

0.5

1

1.5
全窒素:mg/g 全ﾘﾝ:mg/g

0

5

10

15

20

25
COD:mg/g TOC:mg/g

0

2

4

6
強熱減量:%

0

20

40

60

80

100

粘土分(0.005mm以下):% ｼﾙﾄ分(0.005～0.075mm):% 細砂分(0.075～0.25mm):% 中砂分(0.25～0.85mm):%

粗砂分(0.85～2mm):% 細礫分(2～4.75mm):% 中礫分(4.75～19mm):% 粗礫分(19～75mm):%
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-8.0
-7.0
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-1.0
0.0

BG
-7

BG
-1

3

BG
-1

BG
-3

BG
-6

BG
-4

BG
-1

0

BG
-9

BG
-5

BG
-1

4

BG
-8

BG
-2

BG
-1

2

BG
-1

1

B-
1

B-
4

B-
7

B-
9

B-
8

B-
2

B-
10

B-
12

B-
11

B-
5

B-
6

B-
3

格子上 格子外
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0
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60
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■平成 27 年 6月調査(底質) 

全体に細砂～中砂（粒径 0.075～0.85mm）が中心であったが、水深の深い澪筋の調査

地点 B-1、BG-7、BG-13 では 0.075mm 以下のシルト・粘土分が他の調査地点と比較して

多かった。次いで、上流側の B-2、B-5 および河口右岸側の BG-3、BG-6、BG-9 でシル

ト・粘土分が多くなっており、このようなシルト・粘土分の多い調査地点では有機物

や全窒素・全リンが多い傾向にあった。BG-7 では AVS も測定したが、低い値であった。 

また、橋脚打設箇所近傍の BG-7、BG-8、BG-9 において有害物質 34 項目を分析した

結果(後述にデータを記載)、ダイオキシン類を除く全ての項目は定量下限値未満であ

り、ダイオキシン類も 0.00015～0.12pg-TEQ/L と、基準値（10pg-TEQ/L）を大きく下

回った。 

0

0.5
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0
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30
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粘土分(0.005mm以下):% ｼﾙﾄ分(0.005～0.075mm):% 細砂分(0.075～0.25mm):% 中砂分(0.25～0.85mm):%
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■平成 27 年 10月調査(底質) 

全体に細砂～中砂（粒径 0.075～0.85mm）が中心であったが、水深の深い澪筋の調査

地点 B-1、B-4、B-5、BG-7、BG-13 では 0.075mm 以下のシルト・粘土分が他の調査地点

と比較して多かった。次いで、河口右岸側の BG-3、BG-6 等もシルト・粘土分が多くな

っており、このようなシルト・粘土分の多い調査地点では有機物や全窒素・全リンが

多い傾向にあった。 

また、橋脚打設箇所近傍の BG-7、BG-8、BG-9 において有害物質 34 項目を分析した

結果(後述にデータを記載)、ダイオキシン類を除く全ての項目は定量下限値未満であ

り、ダイオキシン類も 0.0024～0.06pg-TEQ/L と、基準値（10pg-TEQ/L）を大きく下回

った。 
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(2) 底生動物 

 潮下帯定量調査において採取した底生動物について、調査結果の概要を以下に示す。 

表 5.3-2 潮下帯定量調査で確認した底生動物まとめ 

調査時期 調査結果 対前回調査からの変化 

H26.10 調査の結果、70 種の底生動物の生息を確認した。その

うち、格子上で確認された種は 20 種であり、この中から

先行事例である阿波しらさぎ大橋整備事業で確認された

ことのある種を除くと、4種(ｳﾐﾎﾀﾙ目, Nebalia sp., ｻﾙｴ

ﾋﾞ属, ﾋｶﾞｼﾅﾒｸｼﾞｳｵ)が抽出された。 

また、重要種は 4 種(ﾏｸﾗｶﾞｲ, ﾔﾏﾎﾄﾄｷﾞｽ, ﾌｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲ, ｷ

ｭｳｼｭｳﾅﾐﾉｺのいずれも準絶滅危惧)であった。 

平成25年6月にNEXCO西日本が独自に実施した予備調査

の結果と比較すると、左岸みお筋部では泥が堆積しており、

そこに選好性のある多毛類等が生息していたが、底質が泥

質から砂質に変化していたこともあり、確認された種の多

くは砂質で見られる種であった。これは、平成 26年 8月の

大出水の影響によって泥質の土砂が流出し、残った砂質に

選好性のある種が定着したためと推察される。 

軟体動物門 17 

環形動物門 18 

節足動物門 30 

その他 5 

H27.6 調査の結果、134種の底生動物の生息を確認した。その

うち、格子上で確認された種は 38 種であり、この中から

先行事例である阿波しらさぎ大橋整備事業で確認された

ことのある種を除くと、8種(ｲｶﾞｲ科, Aphrodita sp., ｳﾐ

ﾎﾀﾙ目, ﾅｶｻﾞﾄﾊﾏｱﾐ, ｼｷｼﾏﾌｸﾛｱﾐ, Iiella sp., ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ科, 

ｳﾆ綱)が抽出された。 

また、重要種は 4種(ﾌｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲ, ｷｭｳｼｭｳﾅﾐﾉｺ, ｵｵﾓﾓﾉﾊﾅ, 

ｵﾁﾊﾞｶﾞｲのいずれも準絶滅危惧)であり、格子外ではｵｵﾓﾓﾉ

ﾊﾅが確認されたのみで、その他の 3 種は確認されなかっ

た。 

前回の調査と比較して、各地点の種数と個体数が増加し

ており、特に軟体動物と環形動物が増加した。この要因と

して、両調査の間に渇水期を挟んでおり、安定した環境で

多様な種が定着したことや、水深の深いところで流速が減

少することで、上流から供給された微細な底質が堆積して

泥質化し、そこに選好性のある種が増えたことが推察され

る。 

なお、上記の予備調査では、92種(軟体動物 18種、環形

動物 38種、節足動物 29種、その他 7種)が確認されている。

このことから、吉野川渡河部の底生動物は、6 月に種数が

多く、10月は出水の影響によって種数が減少する傾向があ

ると考えられる。 

軟体動物門 41 

環形動物門 50 

節足動物門 30 

その他 13

H27.10  調査の結果、106 種の底生動物の生息を確認した。その

うち、格子上で確認された種は 34 種であり、この中から

先行事例である阿波しらさぎ大橋整備事業で確認された

ことのある種を除くと、28種（ﾋﾗﾑｼ目, Nassariidae, ｸﾀﾞ

ﾏｷｶﾞｲ科, Monotygma sp., ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科, ｷｾﾜﾀｶﾞｲ, 

Pinnidae, Fulvia sp., Nitidotellina hokkaidoensis, ｹ

ｼﾄﾘｶﾞｲ, Gomphina sp., Sigalion sp., Phyllodoce sp., 

Micronephthys sp., ｺ ｸ ﾁ ｮ ｳ ｼ ﾛ ｶ ﾞ ﾈ ｺ ﾞ ｶ ｲ , Nephtys 

polybranchia, Leitoscoloplos sp., Notomastus sp., ｳ

ﾐｲｻｺﾞﾑｼ, ﾌｸﾛｱﾐ属, ﾊｲﾊｲﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ属, ﾜﾗｼﾞﾍﾗﾑｼ属, ﾅｷﾞｻｸ

ｰﾏ科, Leptochela gracilis, Alpheus sp., Ashtoret sp. 

ﾋﾗｺﾌﾞｼ, Cryptocentrus filifer)が抽出された。 

 また、重要種は 7種（ｳﾐｺﾞﾏﾂﾎﾞ, ﾏｸﾗｶﾞｲ, ﾔﾏﾎﾄﾄｷﾞｽ, ﾌ

ｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲ, ｷｭｳｼｭｳﾅﾐﾉｺ, ｻｸﾗｶﾞｲ, ﾁｺﾞﾏﾃｶﾞｲ）であり、ｷｭｳ

ｼｭｳﾅﾐﾉｺとｻｸﾗｶﾞｲは格子上でのみ確認された。 

 前回の調査と比較して、一部の調査地点でやや種数、個

体数が増えているものの、全体的には減少している傾向に

あった。これは、前回の調査以降に生じた出水によって生

物が流出したことが推察される。 

軟体動物門 40 

環形動物門 35 

節足動物門 26 

その他 5 
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■平成 26 年 10月調査(底生動物)

出現種をみると、格子上の 14地点（BG-1～14）で 43 種、格子外の 12地点（B-1

～12）で 50 種が出現し、合計で 70 種の底生生物が確認された。このうち、環境

省レッドデータブックに記載されている重要種として、マクラガイ、ヤマホトト

ギス、フジノハナガイ、キュウシュウナミノコの 4 種が確認された（いずれも準

絶滅危惧）。確認された重要種のうち、格子上の調査地点では 4種全てが確認され

たが、格子外のバックアップ領域ではマクラガイが確認されたのみで、ヤマホト

トギス、フジノハナガイ、キュウシュウナミノコは確認されなかった。 

なお、環境省および徳島県のレッドデータブックに記載されていないが、注目

度の高いヒガシナメクジウオが BG-1 で 1 個体確認された。 
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図 5.3-3 平成 26 年 10 月調査分 地点別種数と個体数 
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■平成 27 年 6月調査(底生動物) 

出現種をみると、格子上の 14地点（BG1～14）合計で 95種、格子外の 12地点（B1-

～12）で 96種が出現し、合計で 134 種の底生生物が確認された。このうち、環境省

レッドデータブックに記載されている重要種として、フジノハナガイ、キュウシュ

ウナミノコ、オオモモノハナ、オチバガイの 4 種が確認された（いずれも準絶滅危

惧。なお、オチバガイは徳島県レッドデータブックで「留意」とされている）。確認

された重要種のうち、格子上の調査地点では 4 種全てが確認されたが、格子外のバ

ックアップ領域ではオオモモノハナが確認されたのみで、フジノハナガイ、キュウ

シュウナミノコ、オチバガイは確認されなかった。 
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図 5.3-4 平成 27 年 6月調査分 地点別種数と個体数 

種 個
軟体 3 12
環形 4 14
節足 3 12

その他 1 8
合計 11 46

BG-1

種 個
軟体 2 4
環形 1 1
節足 3 23

その他
合計 6 28

BG-2

種 個
軟体 2 8
環形 13 130
節足 3 4

その他 1 4
合計 19 146

BG-3

種 個
軟体 5 7
環形 6 13
節足 3 4

その他 1 5
合計 15 29

BG-4

種 個
軟体 2 2
環形 2 3
節足 2 3

その他
合計 6 8

BG-5

種 個
軟体 6 14
環形 3 40
節足 5 6

その他 2 9
合計 16 69

BG-6

種 個
軟体 10 36
環形 15 161
節足 3 7

その他 3 10
合計 31 214

BG-7

種 個
軟体 6 11
環形 4 4
節足 1 1

その他 1 1
合計 12 17

BG-8

種 個
軟体 7 30
環形 9 169
節足 6 11

その他 2 5
合計 24 215

BG-9

種 個
軟体 1 2
環形 1 1
節足 2 2

その他 1 1
合計 5 6

BG-10

種 個
軟体 2 9
環形 1 1
節足 1 3

その他 1 1
合計 5 14

BG-11

種 個
軟体 4 7
環形 2 3
節足 1 5

その他
合計 7 15

BG-12

種 個
軟体 14 74
環形 16 50
節足 4 13

その他 4 4
合計 38 141

BG-13

種 個
軟体 1 1
環形 2 2
節足

その他
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BG-14

種 個
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その他 2 4
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B-1

種 個
軟体 12 2,479

環形 14 165
節足 8 105

その他 4 27
合計 38 2,776

B-2

種 個
軟体 4 26
環形 3 15
節足 3 12

その他 1 1
合計 11 54

B-3

種 個
軟体 12 63
環形 9 20
節足 2 10

その他 2 5
合計 25 98

B-4

種 個
軟体 16 133
環形 17 64
節足 6 12

その他 3 12
合計 42 221

B-5

種 個
軟体 6 49
環形 6 24
節足 1 1

その他 2 11
合計 15 85

B-6

種 個
軟体 4 5
環形 7 14
節足 3 3

その他 2 4
合計 16 26

B-7

種 個
軟体 2 2
環形 5 15
節足 1 2

その他 1 2
合計 9 21

B-8

種 個
軟体 1 3
環形 5 36
節足 2 3

その他 1 7
合計 9 49

B-9

種 個
軟体 3 8
環形 6 18
節足 2 6

その他 2 2
合計 13 34

B-10

種 個
軟体 1 1
環形 5 15
節足 1 1

その他
合計 7 17

B-11

種 個
軟体
環形 1 2
節足 1 4

その他
合計 2 6

B-12
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■平成 27 年 10月調査(底生動物) 

出現種をみると、格子上の 14 地点（B-G1～14）で 79 種、格子外の 12 地点（B-1

～12）で 72種が出現し、合計で 106 種の底生生物が確認された。このうち、環境省

レッドデータブックに記載されている重要種として、絶滅危惧 II 類のチゴマテガ

イ、準絶滅危惧のウミゴマツボ、マクラガイ、ヤマホトトギス、フジノハナガイ、

キュウシュウナミノコ、サクラガイの計 7 種が確認された。重要種のうち、格子上

の調査地点ではウミゴマツボとヤマホトトギスを除く 5 種、格子外のバックアップ

領域ではキュウシュウナミノコとサクラガイを除く 5種が確認された。 
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図 5.3-5 平成 27 年 10 月調査分 地点別種数と個体数 

種 個
軟体 2 5
環形 2 3
節足 2 6

その他 3 14
合計 9 28

BG-1

種 個
軟体 1 1
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節足 2 5

その他 1 4
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BG-2

種 個
軟体 8 196
環形 11 60
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種 個
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その他 1 5
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BG-4

種 個
軟体 4 12
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その他 1 3
合計 17 55

BG-5

種 個
軟体 6 166
環形 9 48
節足 7 14

その他 2 29
合計 24 257

BG-6

種 個
軟体 6 15
環形 14 80
節足 6 12

その他 2 2
合計 28 109

BG-7

種 個
軟体 3 17
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BG-10

種 個
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 次に、これまでの調査結果で確認された種がバックアップ領域(格子上の種が格子外にも生息)に生息しているか確認した結果を表 5.3-3に示す。 

全調査で確認された種は 217 種であり、そのうち 156 種が先行事例である阿波しらさぎ大橋整備事業で確認されたことのある種であった。格子上と格子外

を比較すると、27 種の底生動物が格子上のみで確認されており、その詳細を表 5.3-4に示している。 

 なお、底生動物の確認種一覧は後述の参考資料に添付している。 

表 5.3-3 バックアップ領域の確認 

項目 
予備調査 事前調査 予備・事前 

統合※3H25.6 H26.10 H27.6 H27.10 

①確認種数 92 70 134 106 217 

 ②格子上で確認された種数 92※1 20 38 34 70 

 ③格子外で確認された種数 － 27 38 27 44 

 ④格子上・外の両方で確認された種数 － 23 58 56 103 

⑤先行事例※2で確認された種数 66 56 106 30 156 

⑥格子上で確認された種のうち、 

先行事例でも未確認であった種数※4
26 4 8 28 27 

※1：予備調査は、計画線上の調査であることから格子上のデータとした。 

※2：先行事例は、阿波しらさぎ大橋整備事業において平成 15～23年度に実施された底生生物調査を指す。 

※3：予備調査と事前調査を統合した種数は、各調査で重複する種が複数あるため、単純な足し算にはならない。 

※4：⑥は、全調査＋先行事例で確認された種のうち、渡河部の格子上でしか確認されなかった種を指す。 
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表 5.3-4 4 回の調査で格子上のみで確認された底生動物一覧 

環境省 徳島県
1 扁形動物 渦虫 渦虫綱 Turbellaria ○
2 軟体動物 腹足 異旋 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ Monotygma  sp. ○
3 頭楯 ｷｾﾜﾀｶﾞｲ ｷｾﾜﾀｶﾞｲ科 Philinidae ○
4 裸鰓 裸鰓目 Nudibranchia ○
5 二枚貝 ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ ｲｶﾞｲ科 Mytilidae ○
6 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾂｷｶﾞｲ ｶﾌﾞﾗﾂｷｶﾞｲ属 Anodontia sp. ○
7 ｻﾞﾙｶﾞｲ ﾄﾘｶﾞｲ属 Fulvia  sp. ○
8 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ｺｶﾞﾈｳﾛｺﾑｼ Aphrodita sp. ○
9 ﾁﾛﾘ ｱﾙﾊﾞﾁﾛﾘ Glycera alba ○

10 ﾏｷﾝﾄｼﾁﾛﾘ Glycera macintoshi ○
11 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ Podarkeopsis sp. ○
12 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Micronephthys sp. ○
13 節足動物 ｶｲﾑｼ ｳﾐﾎﾀﾙ ｳﾐﾎﾀﾙ目 Myodocopida ○ ○
14 軟甲 ｺﾉﾊｴﾋﾞ ｺﾉﾊｴﾋﾞ Nebalia sp. ○ ○
15 ｱﾐ ｱﾐ ﾅｶｻﾞﾄﾊﾏｱﾐ Acanthomysis nakazatoi ○
16 ｼｷｼﾏﾌｸﾛｱﾐ Archaeomysis vulgaris ○
17 Iiella sp. ○
18 ｸｰﾏ ﾅｷﾞｻｸｰﾏ ﾅｷﾞｻｸｰﾏ科 Bodotriidae ○ ○
19 ｴﾋﾞ ｸﾙﾏｴﾋﾞ ｻﾙｴﾋﾞ属 Trachysalambria sp. ○
20 ﾔﾄﾞｶﾘ ﾃﾅｶﾞﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ Diogenes nitidimanus ○
21 ｲﾁｮｳｶﾞﾆ Cancer sp. ○
22 腕足動物 無関節 ｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ ｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ ｼｬﾐｾﾝｶﾞｲ属 Lingula sp. ○
23 棘皮動物 ｸﾓﾋﾄﾃﾞ ｸﾓﾋﾄﾃﾞ綱 Ophiuroidea ○
24 ｳﾆ ｳﾆ綱 Echinoidea ○
25 ﾅﾏｺ ﾅﾏｺ綱 Holothuroidea ○
26 脊索動物 ﾅﾒｸｼﾞｳｵ ﾅﾒｸｼﾞｳｵ ﾅﾒｸｼﾞｳｵ ﾋｶﾞｼﾅﾒｸｼﾞｳｵ Branchiostoma japonicum ○ ○
27 脊椎動物 硬骨魚 ｽｽﾞｷ ﾊｾﾞ ｲﾄﾋｷﾊｾﾞ Cryptocentrus filifer ○

0 0 0 14 4 7 6

H26.10 H27.6 H27.10

18目24科27種

和　　　名 学　　　名
重要種選定基準及びカテゴリー 先行事例

確認有無
H25.6番号 門 綱 目 科

※示した種は、ある調査で格子上のみで確認された種に対して、別の調査の格子外で確認された場合のデータは除いているため、表 5.3-3 の⑥の数値とは一致しない。 
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 また、これまでに実施した 4回の調査（予備調査 1回、事前調査 3回）で毎回確認された種の一覧を表 5.3-5に示す。 

表 5.3-5 4 回の調査で毎回確認された種の一覧 

環境省 徳島県
1 紐形動物 紐形動物門 Nemertinea ○
2 軟体動物 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ ﾊﾞｶｶﾞｲ Mactra chinensis ○
3 ﾁﾖﾉﾊﾅｶﾞｲ Raetellops pulchellus ○
4 ﾊﾞｶｶﾞｲ科 Mactridae ○
5 ﾌｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲ ﾌｼﾞﾉﾊﾅｶﾞｲ Chion semigranosus NT ○
6 環形動物 ｺﾞｶｲ ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ ﾁﾛﾘ Glycera sp. ○
7 ﾆｶｲﾁﾛﾘ Glycinde sp. ○
8 ｶｷﾞｺﾞｶｲ ﾊﾅｵｶｶｷﾞｺﾞｶｲ Sigambra hanaokai
9 ｺﾞｶｲ ｵｳｷﾞｺﾞｶｲ Nectoneanthes oxypoda ○

10 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ Nephtys sp. ○
11 ｽﾋﾟｵ ｽﾋﾟｵ ｼﾉﾌﾞﾊﾈｴﾗｽﾋﾟｵ Paraprionospio patiens
12 Pseudopolydora sp. ○
13 Scolelepis sp. ○
14 ｲﾄｺﾞｶｲ ｲﾄｺﾞｶｲ Heteromastus sp. ○
15 Mediomastus sp. ○
16 ﾌｻｺﾞｶｲ ﾌｻｺﾞｶｲ Lysilla sp. ○
17 ﾖｺｴﾋﾞ ｽｶﾞﾒｿｺｴﾋﾞ ｸﾋﾞﾅｶﾞｽｶﾞﾒ Ampelisca brevicornis ○
18 ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ ｴﾝﾏﾖｺｴﾋﾞ科 Dexaminidae
19 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ属 Melita sp. ○
20 ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ ﾋｻｼｿｺｴﾋﾞ科 Phoxocephalidae ○
21 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ﾎｿﾍﾗﾑｼ ﾎｿﾍﾗﾑｼ属 Cleantioides sp. ○
22 ｴﾋﾞ ﾂﾉﾒｴﾋﾞ ﾂﾉﾒｴﾋﾞ Ogyrides orientalis ○
23 ｽﾅﾓｸﾞﾘ ｽﾅﾓｸﾞﾘ科 Callianassidae ○

1 0 209目18科23種

番号 門 綱 目 科 和　　　名 学　　　名
重要種選定基準及びカテゴリー 先行事例

確認有無
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5.3.2 潮間帯定量調査 

(1) 底質 

    潮下帯定量調査において採取した砂泥の含有試験結果について、調査結果を以下に示す。平成

26 年 10 月、平成 27 年 6月の調査とも砂質で有機物等が少ない底質であることが確認された。 

図 5.3-6 平成 26 年 10 月調査分 潮間帯定量調査の含有試験結果 

図 5.3-7 平成 26 年 10 月調査分 粒度組成の分布 
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図 5.3-8 平成 27 年 6月調査分 潮間帯定量調査の含有試験結果

図 5.3-9 平成 27 年 6月調査分 粒度組成の分布 
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図 5.3-10 平成 27 年 10 月調査分 潮間帯定量調査の含有試験結果

図 5.3-11 平成 27 年 10 月調査分 粒度組成の分布 
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(2)底生動物 

    潮下帯定量調査において採取した底生動物について、調査結果を以下に示す。 

図 5.3-12 平成 26 年 10 月調査分 底生生物の分布 

図 5.3-13 平成 27 年 6 月調査分 底生生物の分布 
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図 5.3-14 平成 27 年 10 月調査分 底生生物の分布
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5.3.3 付着生物調査 

 付着生物調査の調査結果を以下に示す。 
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吉野川渡河部周辺の消波ブロック上を鉛直的に目

視観測した結果、平均水面以下 2m程度までは植物の

被度が高く、平均水面付近では藍藻類、平均水面以

深ではスジムカデノリやマクサが多く、-3.5m 付近

まで分布がみられた。動物は、-0.5m 以浅ではタマ
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